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　今回のコラムでは、「腰痛（下肢に
起こるケガ）と股関節のズレの関
係」について数回に分けて触れてみ
たいと思います。まずは、このオフ
に来ていたS君が、長年にわたり苦
しんできた腰痛について、来院前の
様子から書いてみることにします。
　彼は高1から慢性腰痛に苦しみ、
4カ月前からは練習メニューが一切
できないほど悪化し、地元の医療機
関では「腰椎分離症」と診断されて
からの来院でした。S君のことを最
初に監督さんから相談を受けたのは
講演依頼の電話でのやり取りでした。
私の股関節理論に前々から興味があ
ったということと、選手のケガが秋
から続出していたこともあり、何と
か戦力強化とケガをしない体づくり
をしたいと相談を受けたのがきっか
けでした。
　私から監督さんに申し上げたのは、
分離症に犯される選手の多くはそも
そも関節に余裕があるタイプが多い
ということ。そして、もしズレが生
じている場合は、そういった選手ほ
ど股関節のズレによるマイナスの影
響を受けやすいため、分離症などの
腰痛になりやすいということです。
また、さらに悪化させると野球がで
きなくなる危険性があることをお伝
えしました。S君の身体的特徴を電
話でお聞きしたところ、姿勢の悪化
や脚長差も、素人の監督さんでも一
目で分かるほどのきついズレだった
のです。
　次に私が確認したのは、ズレがあ
るにも関わらず、開脚は比較的良い
という点でした。ある程度の股割り
ができてしまうと、股関節にズレは
ないように思われがちですが、これ
は関節に余裕があるタイプに見て取

れるケースであって根本的な解決に
はなっていないのです。
　それから数週間後、S君がこちら
に着いた際には、駅から手すりを持
って一段一段足を引きずっての来院
でした。そして、当コラムでも紹介
してきた10日間の集中治療を彼も
スタートしたわけです。
　その後の経過は、とても順調に推
移しました。整復後3日目からサン
ドバッグも蹴れるようになり、5日
目あたりからは腰に巻いていたさら
しも取って蹴れるほどに回復してい
ました。その頃には、股関節の開き
とともに骨盤後傾もかなり改善して
いました。6日目には、投球フォー
ムの撮影を行いました。最初は不安
そうにネットに向かってアップをし
ていましたが……「先生まったく腰
に痛みが走りません！　大丈夫で
す」とS君はうれしそうに言ってく
れました。最終的には歩幅も一足長
ほど広くなり、胸もしっかりと張れ、
リリースポイントでも腰をかばって
置きにいっていた投げ方が、別人の
ように腕もしっかり伸びて理想に近
い動きへと導くことができたのです。
　このように、腰痛と股関節のズレ
には密接した関係があるのです。最
初から「脚の長さは違って当然だ」

「股割りができなくても大丈夫」と
いうように考えていれば、なかなか
理解できないことでもあります。し
かし実際には、股関節のズレを整復
して股割りができるようになること
で、骨盤後傾も改善されるというこ
とが非常に大事なのです。
　中には治療を行っても、「パフォー
マンスをした後にはすぐに脚長差の
ズレは戻る」と思っている人が大勢
いるようですが、私は適切な治療が
行われていれば、そのようなことに
はならないと考えていますし、これ
までの治療経験がそれを証明してく
れています。
　現に、S君は治療後3カ月が経ち
ましたが、スクワットでは130kgで
10回5セットをできるようになりま
した。当然、胸が床に着くほどに柔
軟性も高まっているということを電
話でも確認していますし、あれだけ
苦しんだ腰痛も再発していません。
　私の股関節理論では、治療前とは
違って“気持ちよく股割りができて
いる”ということは、「その後もズレ
が戻っていない」という証明なので
す。アスリートは、他動的なケアだ
けに頼り過ぎるのではなく自動的な
ケアができる体へと導いてあげるこ
とが何より重要だと考えています。
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整復1週間でここまで股割りができるようになった。投球フォームの比較でも歩幅が広がり、体全体にしなり
が出てきた
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